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道教委に要望書に提出（2/27） 

 新型コロナウイルス関連の要求書やニュース、道教委が発出する通知など、資料

集を送付しますので、ご活用ください。 
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〇感染防止対策に必要となる、マスクや殺菌アルコール、手袋など衛生資材不足について 
→確保が困難になっていることから、各学校の在庫調査等を行い、確保に努めているところ。 

 
〇教職員の感染防止について 
 →職員は、新型コロナの症状ではない場合であっても、発熱など風邪の症状がみられる場合は

「病休」で自宅療養 

 
〇教職員の子どもが通う保育園・学校等が休園・休校となった場合、特別休暇や在宅勤務を認めるべき 
 →現状の服務は、基本的に年休  ※子の看護休暇は、負傷、疾病の世話や、健康診断、予防接種の

付き添いが要件との態度を崩さず 

☆長期化したとき、現行の休暇制度では対応できないことを指摘。今後の再検討を求めた。 
 
〇教職員の家族に感染者が出た場合・教職員が濃厚接触者となった場合の服務について 
 →「職専免」で扱う （2020 年 2 月 26 日付 教職第 2507 号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策の緊急要望書提出！ 

2020/2/27 
№22 

発行;道高教組 
道教組 書記局 

 2 月 27 日（木）、新型コロナウイルス感染症対策の緊急要望書を教育長宛に提出しました。 
特に、北海道においては感染が確認された方が増え続け、本日から小中学校、特別支援学校は全校、高校も多

くの学校で休校措置をとるなど、感染拡大を防ぐため、懸命の奮闘が続いています。「最新の感染の発生状況を

踏まえると、例えば屋内などで、お互いの距離が十分とれない状況で一定時間いることが、感染のリスクを高め

る」と厚労省が述べていることからも、学校が感染拡大の場となってしまう危険もはらんでおり、十分な対策が

必要です。 
そのような状況の中、現場から学校での奮闘が報告されるとともに、「マスク・消毒液が足りない」「休暇の扱

いがあいまいだ」などの声が聞かれました。道高教組、道教組は、道教委に対し緊急要望書を提出しました。 

主なやりとり 

【衛生委員会】新型コロナウィルスの職場内感染拡大

防止に向けてのお願い 
 

本日 2 月 27 日より臨時休校となりました。職員の皆様に

も職場内で感染が発生・拡大しないためにお願いをいたしま

す。 
 

（１）生徒に指導している感染防止策については、職員も徹 

底して、行ってください。 
（２）風邪や体調不良の症状を自覚したときは、自己判断し

ないで病気休暇を取得して自宅での静養をお願いします。 
（３）会議等については、緊急なもの以外は紙面回覧や延期

するなどしてください。実施する場合においても、できるだ

け広い会場で密集しないで短時間で行ってください。 
（４）公共交通機関で通勤されている方は、なるべく混雑し

ていない便を利用してください。時間年休などを取得して、

出退勤時間をずらすことも考えられます。 
（５）現在、道教委は自宅勤務などの方針を出していません

が、職場に集まらないということも感染拡大のリスクを下げ

ます（臨休にしているのもそのためです）。また、通勤途上で

の感染のリスクを減らすことにもなります。業務を整理して

年休取得も積極的にご検討ください。 
（６）十分な栄養と休養、ストレスの軽減に努めてください。 
（７）万が一、自身や家族が感染した場合は、管理職にすぐ

相談してください。感染者と濃厚接触した場合も同様です。 
職員の感染は生徒への感染にもつながります。気遣い合いな

がら乗り切りましょう。 
 

 
              衛生管理者 藤田明宏 

ほしみ高等学園分会では、衛生

委員会から（分会長が衛生管理

者）、会議・業務を整理して、で

きるだけ休みを取ろうとお願いし

ています。 

それを受けて、会議を整理し、

午後から火曜日まで休みやすい状

況を作りました。 

その際の要請の内容は、右記の

とおりです。 
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2020年 2月 27日 

北海道教育委員会  

教育長 佐藤 嘉大 様 

北海道高等学校教職員組合連合会      

   中央執行委員長 尾張  聡 

 

          全北海道教職員組合   

        執行委員長   川村 安浩 

 

新型コロナウイルス感染症対策の緊急要望書 

 

 日頃より、教育条件整備にご尽力いただいておりますことに心から感謝申し上げます。また、この間の新型コ

ロナウイルスへの対応等、ご奮闘に敬意を表します。 

 さて、新型コロナウイルスの感染が拡大し、教職員や児童生徒にも感染例が現れる事態となっています。特に、

北海道においては感染が確認された方が増え続け、不幸にも命を落とした方、重篤な方、地域によっては学校関

係者にも感染が広がっている状況があり、早急な対応が求められています。2 月 26 日に行われた政府専門家会

議は「このウイルスの特徴上、一人一人の感染を完全に防止することは不可能」「これから 1～2週間が急速な拡

大が進むか、収束できるかの瀬戸際」という判断を示しています。「最新の感染の発生状況を踏まえると、例えば

屋内などで、お互いの距離が十分とれない状況で一定時間いることが、感染のリスクを高める」と厚労省が述べ

ていることからも、学校が感染拡大の場となってしまう危険もはらんでおり、十分な対策が必要です。学校での

感染が起こらないよう、道高教組、道教組は、以下の項目について、緊急に要請します。 

 

記 

１ 児童生徒の感染予防について 

 何よりも児童生徒のいのちと健康を守る対応を優先し、全庁あげて、ありとあらゆる対策を講じること。 

 

２ 感染防止対策の条件整備について 

感染防止対策に必要となる、マスクや殺菌アルコール、手袋など衛生資材が不足しており、学校独自で調達す

ることが難しくなっている。道教委の責任において資材を確保し、各学校にゆきどくようにすること。 

 

３ 防疫体制の周知について 

 学校では、新型コロナウイルスに感染し、登校時間中に様態が急変する児童生徒に対応する可能性も十分にあ

ることから、対応する教職員には感染予防の知識・技能が求められている。早急に新型コロナウイルスの防疫方

法や事後の消毒作業のマニュアル等を整備し、学校現場に周知すること。 

 

４ 休校措置に関わる時数確保について 

休校措置等により標準時数を下回ったとしても、無理な時数確保を押しつけないこと。 

 

５ 休校措置に関わる教職員の勤務について 

 休校措置の期間中は、感染拡大防止の観点から、教職員の勤務についても実態に合わせ柔軟に判断するよう通

知し、教職員の感染防止についても最大限の配慮をすること。 

 

６ 教職員の家族状況に応じた勤務の扱いについて 

教職員が養育する幼児児童生徒が通う保育園・学校等が休園・休校となった場合、教職員の特別休暇や在宅勤

務を認め、安心して養育できる体制を整えること。 

 

７ 家族に感染者が出た場合・濃厚接触者となった場合の服務について 

 家族に感染者が出た場合、また、濃厚接触者として特定された場合等の服務の取扱いについては、年休等の取

得を強制せず、特別休暇や在宅勤務等の扱いとすること。 

 

８ 臨時・非常勤職員の勤務について 

 臨時休校に伴い、日額制の臨時・非常勤職員の賃金に不利益がないよう取り扱うこと。 

 

以 上 
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20
20
年
2月
28
日

北
海
道

知
事

鈴
木

直
道

様

北
海
道
教
育
委
員
会

教
育
長

佐
藤

嘉
大

様

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
す
め
る
北
海
道
連
絡
会

北
海
道
労
働
組
合
総
連
合

新
日
本
婦
人
の
会
北
海
道
本
部

北
海
道
高
等
学
校
教
職
員
組
合
連
合
会

全
北
海
道
教
職
員
組
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
関
す
る
緊
急
要
請
書

道
民
生
活
や
地
域
経
済
の
発
展
向
上
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
貴
職
が
は
ら
わ
れ

て
い
る
日
頃
の
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
等
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
安
倍
晋
三
首
相
の
小
中
高
休
校
要
請
を
踏
ま
え
、
鈴
木
直
道
知
事
は
、
27
日
、「
教
育
長
と
協
議
の
結
果
、
既
に
実

施
し
て
い
る
小
中
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
休
校
期
間
を
春
休
み
ま
で
延
長
。
新
た
に
高
等
学
校
の
休
校
を
３
月
２
日
か
ら
春

休
み
ま
で
実
施
す
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
何
よ
り
も
児
童
生
徒
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
対
応
を
優
先
し
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
休
校
を
含
め
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
自
体
に
異
議
を
申
し

立
て
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
昨
日
か
ら
１
週
間
の
臨
時
休
校
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
北
海
道
で
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
春
休
み
ま
で
と
い
う
休

校
を
知
事
が
表
明
し
た
こ
と
に
対
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
を
は
じ
め
道
民
各
層
か
ら
は
様
々
な
戸
惑
い
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
非
正
規
社
員
、
医
療
関
係
者
な
ど
の
勤
務
は
ど
う

な
る
の
か
、
休
業
補
償
は
出
る
の
か
、
不
安
は
つ
き
ま
せ
ん
。
26
日
の
記
者
会
見
で
、
鈴
木
直
道
知
事
は
「
１
週
間
が
保
護
者

の
方
々
に
協
力
い
た
だ
け
る
一
つ
の
単
位
と
考
え
た
」
と
休
校
期
間
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
春
休
み
ま
で
の
長
期
間

の
休
校
に
と
も
な
う
具
体
的
な
対
策
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
休
校
延
長
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
に
、
戸
惑
い
や
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
で
も
１
週
間
の
臨
時
休
校
へ
の
対
応
の
最
中
で
の
知
事
の
表
明
に
、
混
乱
が
広
が
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の

勤
務
、
特
に
子
育
て
中
の
教
職
員
や
日
額
制
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
勤
務
に
多
大
な
不
安
が
生
じ
て
い
ま
す
。

萩
生
田
光
一
文
部
科
学
相
は
28
日
の
閣
議
後
記
者
会
見
で
「
地
域
や
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ
っ
て

い
い
」
と
述
べ
、
時
期
や
期
間
に
つ
い
て
各
地
の
教
育
委
員
会
な
ど
が
柔
軟
に
判
断
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
他
県
で
は
、

「
１
人
１
人
の
子
ど
も
の
居
場
所
、
安
心
・
安
全
の
確
保
、
各
家
庭
の
状
況
を
踏
ま
え
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
各
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
確
認
し
検
討
す
る
た
め
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
だ
」
と
し
て
独
自
の
判
断
を
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

道
教
委
と
し
て
、
各
地
に
広
が
る
不
安
や
戸
惑
い
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
必
要
な
対
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
、
下
記
の
通
り
要

請
致
し
ま
す
。

記

１
．
国
の
要
請
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
道
・
道
教
委
と
し
て
、
科
学
的
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
現
場
や
地
域
の
実
態
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
な
ど
へ
の
様
々
な
影
響
を
勘
案
し
、
適
切
に
判
断
を
行
う
こ
と
。

２
．
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
や
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て
迅
速
か
つ
丁
寧
に
情
報
開
示
を
行
い
、
道
民
の
不
安
を
取
り
除

く
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
休
校
期
間
中
の
保
護
者
に
対
し
、
休
業
や
託
児
な
ど
の
対
策
に
道
独
自
の
予
算
を
つ
け
て
補
償
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に

対
し
て
柔
軟
な
勤
務
対
応
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

４
．
休
校
期
間
中
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
必
要
な
ケ
ア
を
行
う
よ
う
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

５
．
卒
業
式
な
ど
年
度
末
の
様
々
な
対
応
に
つ
い
て
、
市
町
村
教
委
や
各
学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
道
教
委
の
判
断
を
強
制

し
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
す
こ
と
。

以
上

道
労

連
は

２
月
２
８
日
、ゆ

き
と
ど

い
た
教

育
を
す

す
め
る
北

海
道

連

絡
会
、
新
日
本

婦
人
の

会
北

海
道

本
部

、北
海

道
高
等
学

校
教

職
員

組
合

連
合

会
、
全
北

海
道

教
職

員

組
合
と
連

名
で
北

海
道

知
事

と
教

育
長

宛
に
「
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

拡
大

防
止
に
関

す
る
緊

急
要

請
書
」を

提
出
し
ま
し
た
。

安
倍

総
理

が
突

如
、
小
中
高

へ

の
休

校
を
「
要

請
」し

た
こ
と
に
関

し

て
、
鈴

木
直

道
北

海
道

知
事

は
２
７

日
、「
教

育
長

と
協

議
の

結
果

、
既

に
実

施
し
て
い
る
小
中
学

校
と
特

別
支

援
学

校
の
休

校
期

間
を
春

休
み
ま
で
延

長
。
新

た
に
高

等
学

校
の
休

校
を
３
月
２
日
か
ら

春
休

み
ま
で
実

施
す
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
」と

表
明
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
必

要
な
対

策
が
と
ら
れ

る
よ
う
緊

急
要

請
を
行
っ
た
も

の
で
す
。「
①

国
の
要

請
を
鵜

呑
み

に
す
る
の
で
は
な
く
、
道
・道

教
委

と
し
て
、
科

学
的

は
も
ち
ろ
ん
、学

校
現

場
や

地
域

の
実

態
、

児
童

生
徒

や
保

護
者

な
ど
へ

の
様
々
な
影

響
を
勘

案
し
、
適

切
に
判

断
を
行

う
こ
と
。
②

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状

況
や

防
止
対

策

な
ど
に
つ
い
て
迅

速
か
つ
丁

寧
に
情

報
開

示
を
行

い
、
道

民
の
不
安

を
取
り
除

く
手
立

て
を
講

じ
る
こ
と
。
③

休
校

期
間
中
の
保

護

者
に
対
し
、休

業
や

託
児

な
ど
の
対

策
に
道
独
自
の
予
算
を
つ
け
て
補

償
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
対
し
て
柔

軟
な
勤

務
対

応
を
行

う
よ
う
要

請
す
る
こ
と
。
④

休
校

期
間
中
の
児

童
生

徒
に
対

し
、
必

要
な
ケ
ア
を
行

う
よ
う
、
具
体

的
な
対

策
を
講

じ
る
こ
と
。
⑤

卒
業

式
な
ど
年

度
末
の
様
々
な
対

応
に
つ
い
て
、市

町
村

教
委

や
各
学

校
の
主
体

性
を
尊

重
し
、
道

教
委

の
判

断
を
強

制
し
な
い
こ
と

を
明
確
に
示

す
こ
と
」の

５
項
目
に
つ
い
て
要

請
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
？
～
法
的
根
拠
な
く
、対

策
も
見
え
な
い

そ
の
後
、北

海
道

知
事
が
「緊

急
事

態
宣

言
」を

出
し
、「
週

末
の
外

出
を
控

え
る
よ
う
に
」と

記
者

会
見
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
「法

的
根

拠
」に

よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。い

ま
、
必

要
な
の
は
対

策
、
見

通
し
、保

障
な
ど
の
具
体

的
な
施

策
で
す
。現

場
の
実

態
を

集
め
て
、
突

き
付
け
て
実

効
あ
る
対

策
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
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2020 年 3 月 6 日  

 北海道教育委員会教育長 佐藤 嘉大 様 

 

一般社団法人 北海道手をつなぐ育成会  

北海道自閉症協会  

北海道小鳩会（ダウン症児・者親の会）  

NPO 法人 北海道学習障害児・者親の会 クローバー  

北海道自閉症協会札幌分会札幌ポプラ会  

北海道障害児教育フォーラム実行委員会  

 

新型コロナウィルス感染拡大に対応した臨時休校措置等に関わる緊急要請 

 

 日々、新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、ご奮闘いただいていることに敬意を表します。 

 鈴木北海道知事の要請により、1 週間の休校措置が始まった直後、安倍首相の全国一律の 3 月 2 日か

ら春休みまでの休校要請により、学校現場は大混乱をきたしています。特に、特別支援学校や特別支援学

級に在籍する障がいのある子どもとその家族に対する考慮がなされていないため、子どもと家族に大き

な困難を強いる事態になっています。仕事を急に休まざるを得えなくなった方、休むことができず、子ど

もをひとり家庭に残したり、きょうだいだけで過ごさせざるを得ない方、放課後等児童デイ事業所も過

密な状態で十分な対応ができなかったり、感染予防対策がとれないところも出ています。 

 また、卒業式の時期でもあることから、その取り扱いも定まらず、子どもたちや家族を不安に陥れてい

ます。すでに、特別支援学校の小学部と高等部を併設する中学部の卒業式を実施しないとの通知が道教

委から出され、卒業式の中止を決定した学校もあります。卒業式は障がいのある子どもたちにとっても、

6 年間あるいは 3 年間の成長を確認し合い、4 月からの新しい生活を始めていくための大切な最後の授

業です。特別支援学校には抵抗力の弱い子どもや、基礎疾患のある子どもも在籍しており、新型コロナウ

ィルスに感染させないための十分な対策と配慮が必要なことは言うまでもありませんが、地域や学校に

よってその実情は様々です。一律に小中学部の卒業式を行わないことには妥当性がありません。 

 このような状況において、障がいのある子どもたちの健康と安全、学びを保障するために、以下のこと

を緊急に要請いたします。 

 

要請項目 

1 長期にわたる一律の休校の継続はやめ、各学校の個別の実情や地域の状況、障がいに対する合理的配

慮に基づく判断、それをふまえた決定を尊重してください。 

2 休校を継続する場合は、感染予防の対策を取ったうえで、学校を居場所として希望するすべての子ど

もを受け入れてください。 

3 卒業式等の実施・不実施、また実施の内容・形態の変更については、各学校の個別の実情や地域の状

況、障がいに対する合理的配慮に基づく判断、それをふまえた決定を尊重してください。 

4 マスクや消毒液などの衛生用品の確保と学校への配布を行うよう努力してください。なお、その使用

にあたっては、障がい特性や疾病に配慮してください。 

 

以 上 
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事
務

連
絡

令
和
２
年
(
2
0
2
0
年
)
３
月
４
日

各
教
育
局
道
立
学
校
運
営
支
援
室
長

各
道
立
学
校
事
務
長

学
校
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
局
健
康
・
体
育
課
主
幹

教
職
員
局
教
職
員
課
主
幹

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
伴
う
臨
時
休
業
に
お
け
る
非
常
勤
看
護
師
等
の

勤
務
日
及
び
勤
務
時
間
の
取
扱
い
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
い
て
臨
時
休
業
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
休
業
中
に
お
け
る

非
常
勤
看
護
師
等
の
勤
務
日
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
り
留
意
願
い
ま
す
。

記
１

対
象
職
員

(
1
)
非
常
勤
看
護
師

(
2
)
特
別
支
援
学
校
専
門
支
援
員

(
3
)
非
常
勤
養
護
教
諭

(
4
)
非
常
勤
給
食
調
理
員

(
5
)
臨
時
寄
宿
舎
指
導
員

(
6
)
臨
時
給
食
調
理
員

(
7
)
臨
時
調
理
員

２
休
業
期
間
中
に
、
す
で
に
勤
務
を
命
じ
て
い
る
勤
務
日
及
び
勤
務
時
間
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
以
下

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
。

(
1
)
年
次
有
給
休
暇
に
よ
る
対
応

(
2
)
対
象
職
員
の
職
務
と
密
接
に
関
連
す
る
業
務
に
変
更
し
た
上
で
、
勤
務
に
従
事
さ
せ
る
対
応

(
3
)
勤
務
の
免
除
等
に
よ
る
対
応

対
象
職
員
が
、
令
和
２
年
３
月
２
日
付
け
教
総
第
2
1
3
8
号
教
育
長
通
知
の
１
か
ら
３
に
該
当
す
る
場

合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

ア
１
の
(
1
)
～
(
3
)
の
職
員
で
労
基
法
適
用
職
員

特
別
職
非
常
勤
職
員
の
取
扱
要
綱
第
９
(
2
)
ア
の
(
ｱ
)
に
よ
り
災
害
事
故
休
暇
を
承
認
す
る
。

イ
１
の
(
4
)
の
職
員

道
立
学
校
非
常
勤
職
員
取
扱
要
綱
第
1
3
の
２
(
1
5
)
に
よ
り
災
害
事
故
休
暇
を
承
認
す
る
。

ウ
１
の
(
5
)
～
(
7
)
の
職
員

臨
時
職
員
取
扱
要
綱
「
第
1
2
給
与
の
減
額
」
及
び
「
第
1
9
勤
務
の
免
除
」
の
表
の
取
扱
い
に

準
じ
て
所
属
長
が
勤
務
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
与
え
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
必
要
と
認
め
ら

れ
る
期
間
給
与
を
減
額
せ
ず
勤
務
を
免
除
す
る
。

(
4
)
欠
勤
に
よ
る
対
応

３
留
意
事
項

(
1
)
上
記
２
(
1
)
か
ら
(
4
)
の
取
扱
い
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
当
該
職
員
本
人
と
十
分
協
議
の
上
、

決
定
す
る
こ
と
。

(
2
)
臨
時
寄
宿
舎
指
導
員
の
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
、
「
寄
宿
舎
指
導
員
の
臨
時
的
任
用
取
扱
要
領
」

に
よ
り
が
た
い
特
殊
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
教
育
局
を
経
由
し
て
教
職
員
課
あ
て
協
議
す
る
こ
と
。

(
3
)
２
(
3
)
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
総
務
政
策
局
総
務
課
人
事
グ
ル
ー
プ
か
ら
各
教
育
局
道
立
学
校
運

営
支
援
室
及
び
各
道
立
学
校
あ
て
に
3
月
3
日
付
け
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
い
る
内
容
か
ら
変
更
は
な
い
こ

と
。

（
企
画
・
振
興
グ
ル
ー
プ
）

（
学
校
給
食
グ
ル
ー
プ
）

（
服
務
制
度
グ
ル
ー
プ
）

様
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危機に直面した時こそ、現場の状況を踏まえた判断を求める 
～新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休校に対する談話～ 

 

 2020 年 3 月 10 日 

北海道高等学校教職員組合連合会 

書記長 菱木淳一  

 

 

昨年暮れより、中国を中心に発生した新型コロナウイルス感染が日本でも広がりを

みせており、特に、北海道では感染者が 3 月 9 日現在、100 人を超え、道民に不安が広

がっており、感染拡大が止まることは多くの道民、国民の願いです。 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のための全国一斉休校をはじめ、学校にかかわる

国・道の判断は、「緊急性」を理由にトップダウンで行われています。しかし、危機

に直面した時だからこそ、当事者に思いを馳せた判断が必要なのではないでしょう

か。 

 

2 月 27 日、安倍首相は、突如、全国全ての小・中・高と特別支援学校に対し、3 月 2

日から春休みまで臨時休校とするよう要請することを表明しました。翌 28 日、鈴木知

事は「緊急事態宣言」を発表し、29 日と 3 月 1 日の週末 2 日間の外出自粛と、それま

で１週間程度の休校としていた自らの判断を覆し、休校期間の延長を要請しました。 

 

道教委はこの「外出自粛」を受けて、卒業式は 3 月 1 日には行わないこと、実施す

る場合は 3 月 2 日以降に行うことを通知しました。多くの道内公立高校で 3 月 1 日に

予定されていた卒業式が、直前になって延期･中止され、その後特別支援学校の卒業式

も一部中止されました。3 月は、この一年を振り返り、次の段階に一歩すすめる教育的

意義の大きい季節であり、中でも卒業式は、新たな人生に向かう大切な節目となりま

す。しかし、この卒業式をめぐる一連の動きは、学校とそれを取り巻く社会全体にも

たらされた混乱の一端でしかありません。 

 

現実の教育現場では、休校中の子どもの居場所の確保や、突然の環境の変化による

障がいのある子どもの心身の負担など、具体的で切実な問題が次々と起こっていま

す。そのたびに、教職員や保護者をはじめとする当事者は、子どものための最善の方

策を考え、瞬時の対応が求められています。教育は切れ目のない営みであり、一瞬た

りとも子どもを置き去りにすることはできないからです。道・道教委には、こうした

当事者の具体的な要求をよく聞き、財政措置をはじめとして、現場で日々がんばって

いる教職員・保護者が見通しを持てるような、実効性ある施策を求めます。 

 

「命令型縦社会」は危機管理に不向きです。一方、「助け合い横社会」は柔軟でし

なやかに危機に対処できます。子どもの実態や家庭の状況に応じて、ときには柔軟に

判断し、正確な情報や科学的知見、民主的な議論によってこの困難を乗り越えること

が、今、求められているのではないでしょうか。子どもたちのいのちと健康を守るた

め、新型コロナウイルス感染拡大防止は急務ですが、そのような中でも、子どもの権

利は最大限保障されるべきです。そのために、私たちは最善を尽くす決意です。 
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